
リュウキュウイチゴ
［木本］《忌避》

区別のポイント

葉は卵形～卵状楕円形で、まれに３

裂るが普通は切れ込まない。基部は浅

い心形で縁は浅い鋸歯がある。標高

300m 以下に多くみられ、それ以上で

はヤクシマキイチゴが多い。

形態 常緑低木。高さ１～２ m。

分布 屋久島・種子島以南

名前の由来

葉 〈全体〉卵形～卵状楕円形で長さ４～ 10 ㎝。脈や葉柄が赤みを帯びるものも

ある。

〈付き方〉互生。

〈葉柄〉１～３㎝。 〈基部〉浅い心形。

〈葉先〉鋭頭または鈍頭。

〈縁〉浅い鋸歯。
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葉はあまり切れ込まない。 枝から下向きに花を付ける。

ヤクシマキイチゴ。葉は切れ込む。


